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２　土砂の単位重量、他 
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トラックの積載量（参考資料） 
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（３）ナイロンスリングの安全荷重
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３ 体積、面積 

（１） 求 積 表 
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（４）三角法公式
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（５）数学公式
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５ 単位換算表 
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種  別 縦長（ｍ） 
施工長

（ｍ） 
種  別 縦長（ｍ） 

施工長

（ｍ） 

回転禁止 5.0 21.66 
7－9 

1.0 6.70 

７０ 5.0 17.38 普 4.0 16.30 

６０ 5.0 19.58 通 4.0 16.30 

５０ 5.0 18.57 大 4.0 9.55 

４０ 5.0 19.80 小 4.0 8.50 

３０ 5.0 19.34 特 4.0 13.20 

5.0 9.65 型 4.0 16.80 

5.0 9.15 自 4.0 15.40 

5.0 6.25 二 4.0 6.60 

5.0 6.66 輪 4.0 13.24 

5.0 5.65 軽 4.0 16.70 

5.0 6.06 車 4.0 15.10 

5.0 8.55 両 4.0 17.10 

5.0 16.51 消 3.0 12.80 

3.0 7.00 防 3.0 13.80 

8.0 26.00 緊 3.0 11.70 

（対角 1ｍ） 
8.0 12.46 急 3.0 14.60 

（対角 2ｍ） 
8.0 19.97 車 3.0 14.50 

自転車のシンボルマーク ― 1.50 出 3.0 10.50 

普通自転車交差点進入禁

止 
5.0 11.00 入 3.0 5.20 

4.0 14.56 口 3.0 10.80 

7 － 9 1.5 6.09 停 3.0 9.60 

7 － 9 30１ 1.5 ― 止 3.0 7.55 

8 － 20 1.5 8.82 禁 3.0 10.80 

６ 路面標示線施工延長換算表（参考） 

ys-harada
テキストボックス
６　路面標示線施工延長換算表（参考資料）
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種  別 縦長（ｍ） 
施工長

（ｍ） 
種  別 縦長（ｍ） 

施工長

（ｍ） 

こ 3.0 7.80 市 2.40 7.50 

の 3.0 8.15 バ 2.40 6.00 

先 3.0 9.20 ス 2.40 5.27 

中 3.0 8.40 を 2.40 5.54 

央 3.0 9.40 除 2.40 9.93 

へ 3.0 7.80 く 2.40 1.32 

カ 3.0 7.97 優 2.40 9.17 

 
3.0 3.00 先 2.40 7.77 

ブ 3.0 6.95 路 2.40 11.33 

ト 3.0 4.89 線 2.40 10.47 

ラ 3.0 6.09 レ 2.40 4.00 

ッ 3.0 2.65 
 

2.40 2.40 

ク 3.0 5.59 ン 2.40 2.50 

車 3.0 13.00 お 2.40 6.20 

線 3.0 14.55 わ 2.40 6.50 

指 3.0 12.60 り 2.40 4.10 

定    3.0 10.45 自 2.40 10.38 

左     3.0 8.15 転 2.40 8.50 

右 3.0 9.85 車 2.40 7.15 

折 3.0 11.40 専 2.40 7.50 

原 3.0 13.10 用 2.40 10.50 

付 3.0 7.00 出 2.40 7.80 

二 3.0 5.40 入 2.40 4.05 

四 3.0 11.80 口 2.40 7.60 

輪 3.0 11.00 消 1.50 5.40 
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            社団法人 全国道路標識・標示業協会 中部支部愛知県協会 より 

種  別 縦長（ｍ） 
施工長

（ｍ） 
種  別 縦長（ｍ） 

施工長

（ｍ） 

防 1.50 5.80 車 1.00 3.20 

緊 1.50 5.30 専 1.00 3.27 

急 1.50 5.10 用 1.00 3.00 

車 1.50 5.40 に 1.00 2.32 

出 1.50 4.60 止 2.40 5.65 

入 1.50 2.60 ま 2.40 6.45 

口 1.50 5.80 れ 2.40 6.63 

市 1.50 5.00 スクールゾーン ― 17.40 

バ 1.50 3.94 シルバーゾーン（縦） 8.70 20.00 

ス 1.50 4.00 シルバーゾーン（横） 4.60 18.40 

タ 1.50 2.58 徐 2.40 7.56 

ク 1.50 2.31 行 2.40 6.17 

シ 1.50 1.61    

 
1.50 1.50    

左 1.50 3.80    

右 1.50 4.00    

折    1.50 4.05    

注     1.50 3.97    

意 1.50 6.31    

二 1.50 3.60    

輪 1.50 5.99    

自 1.00 2.92    

転 1.00 2.92    
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７施工計画書 
《 参 考 例 》 

 項  目 記 載 内 容（参考） 

１ 工事概要 設計書の鏡の工事概要を記載する 

２ 実施工程表 
契約書の工期に基づき、バーチャート、曲線式工程表、ネットワーク式

工程表など工事内容に適した工程表で示す。 

 

 
現場組織表 

現場代理人、主任（監理）技術者、施工監理担当者、安全巡視員等の現

場施工に必要な責任者（担当者）を定めて組織表を作成する。責任者は

夜間、休日の連絡先を記載する。 

４ 安全管理 

安全委員会の構成又は安全管理の組織表を作成し、安全活動の方針、安

全対策、事故発生時の措置（連絡方法等）及び安全訓練の実施について

記載する。 

５ 
指定機械及び主要

機械 

工事に使用する排出ガス対策型建設機械及び設計図書で使用が義務付け

られた低騒音型、低振動型建設機械の指定ならびに主要機械の機種、性

能、台数等について一覧表を作成する。 

６ 主要資材 
こうじに使用する主要資材について、名称、規格、数量、製造会社、搬

入時期等の一覧表を作成する。 

７ 施工方法 

主要工種について、工事の安全を考慮して施工順序等を記述する。ただ

し、一般的な施工方法は省略するが他工事との関係調整、地下埋設物件

の対策、用排水調査、他官公庁との協議、工事公害に対する配慮、地元

への周知、苦情に対する措置方法等も必要に応じて記述する。また、仮

締切り、仮道路、仮土留め、防護工等主要な施設は記述する。主要な仮

設工は必要に応じて構造計算書を添付する。 

８ 施工管理計画 

工程管理 工程管理の方法を記述する。 

出来形管理 施工管理基準に基づき当該工事等に必要な測定項目、試

験項目を記述する。主要なものは試験方法、管理方法、

試験場所等も記述する。維持作業は別途考慮する。 品質管理 

９ 
緊急時の体制及び

対応 

大雨、出水、強風等の異常気象時における作業現場の防災管理体制と災

害発生時の対策及び作業現場内において事故発生又はその恐れがある場

合の体制と対策等について記述する他、緊急時の連絡系統、連絡方法も

系統図で表示する。 

１０ 交通管理 工事等に伴う交通対策と交通処理等について記述する。 

１１ 環境対策 
工事現場周辺地域の生活環境の保全及び円滑な工事施工を目的として、

環境保全対策及び騒音、振動公害防止対策について記述する。 

１２ 
現場作業環境の整

備 
現場作業環境の整備、工事現場のイメージアップ等について、記述する。 

１３ 

再生資源の利用の

促進と建設副産物

の適正処理方法 

再生資源の利用に関する法律に基づき、建設副産物に係る利用促進及び

処理計画に関する事項を記述する。 

１４ その他 
設計図書で施工計画書に明記又は記載するように指定されといるもの及

び監督員の指示事項を記載する。 

                     （愛知県建設部 土木工事現場必携より） 
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